
で た受益者負担の適正化に向けた検討を進めていく。

ある。 　下水道事業については、経費回収率１００％を達成しており

　下水道事業については、平成２９年度に実施した下水道使用 、適正な使用料水準が確保されている状況ではあるが、今後増

料の改定以降、経費回収率（使用料単価に対する汚水処理原価 加が見込まれる施設更新及び維持管理負担金単価の引き上げ等

）が１００％を上回っている状況（使用料減免に係る一般会計 に係る事業費を確保するため、内部経費の更なる圧縮に努める

負担金算入）ではあるが、今後、老朽化が進む下水道施設の更 とともに、使用料の改定を含めた適正な受益者負担の維持に向

新に係る費用の増加及び維持管理負担金単価の引き上げが見込 けた検討を進めていく。

まれており、事業費の確保が課題である。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月19日 作成部局名 水安全部 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

総務課

05
快適に過ごせる生活基盤が整備されたまち

水道施設課

下水道施設課

23
上下水道事業の効率的な運営・施設の充実

健全かつ効率的な上下水道事業運営を図るとともに、市民が安心して上下水道を利用できるよう、安定した水の供給と公共

下水道を普及させます。

配水管更新事業

浄水場施設改良事業

汚水整備事業

下水道施設維持管理事業

水道料金回収率 給水費用を水道料金で回収する割合
% 100 95 92.4 81.4 93.1 91.1

(供給単価(売値)÷給水原価×100 )

基幹管路の耐震化率 耐震化を実施した管路総延長の割合
% 85.6 72.3 76.8 76.9 66.8 67.5

(耐震化管路延長÷総管路延長×100 )

汚水整備率 下水道(汚水)の整備率
% 96.7 92.9 95.6 96 96.1 96.3

(整備済み面積÷事業認可面積×100 )

　水道事業については、将来的な人口減少、工場等の大口需要 　水道事業については、令和８年度を始期とする経営戦略にお

者の移転等による給水需要の減少に伴う給水収益の減少、県受 いて投資・財政計画を作成し、事業費の確保に係る見通し及び

水費単価の引き上げ及び老朽化施設の更新等に係る費用の増加 経営方針を決定するところであり、将来的な給水需要の減少を

が見込まれており、水道事業に係る費用は水道料金で回収する 見据えた施設規模の適正化に努めつつ、水道料金の改定を含め

べく、水道料金回収率の向上をはじめ、事業費の確保が課題



づく更新を実施し、安定した施設
維持を確保するための人員の増加に伴う人件費の増加により、令和７年度から令和９年度にかけて人件費総額での増加が見込まれる。令和
８年度以降は、上下水道事業に係る施設整備の進捗状況を踏まえ、人件費総額において維持が見込まれる。

02 一般管理費　（総務課）

一般管理費

義
務

1,235,963

1,440,583

－ － １ － － － － 予01 03 01 01 01 02 01 1,440,583

予算管理シート（評価項目未 1,412,617

設定） 14,280

受益者負担金賦課徴収事業

任
意

2,711 下水道の新規整備区域における下水

3,723 道事業受益者負担金に係る制度の周

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 03 01 01 01 02 02 3,723 知に努め、負担金の円滑な納入が図

新たに下水道が整備された地 3,723 られるよう事業の実施を継続する。

域の土地の所有者等に、受益 2,856

04 荒川左岸南部流域下水道費　（総務課）

荒川左岸南部流域下水道費

義
務

567,979

614,126

○ － １ － － － － 予01 03 01 01 02 04 01 663,920

荒川左岸南部流域下水道を管 608,938

理運営する埼玉県に対し、荒 428

01 水洗化普及促進事業　（総務課）

戸田

補助斡旋事業

市

任
意

8,347 便所水

施

洗化及び私道排水設備

策

整備に

2,140 に係

評

る補助制度の周知に努

価

め、市民

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ

シ

Ｂ Ｂ01 03 03 01

ー

02 01 01 2,14

ト

0 生活における衛生環

作

境の向上が図ら

既存の

成

くみ取り便所等を水洗

日

2,140 れるよう事

令

業の実施を継続する。

和

便所に改造する者に対

 

し、５ 500

7

01 荒川左岸南部流域

年

下水道事業負担金　（

 

総務課）

6月1

荒川左岸南部流

9

域下水道事業

義
務

95

日

,809

負担金 158

作

,482

－ － １ － － －

成

－ 予01 03 04 01

部

01 01 01 158,

局

482

荒川左岸南部流

名

域下水道を管 82

理運

水

営する埼玉県に対し、

安

荒 428

全部 担当部局名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　水道事業については、水道料金回収率が依然として目標値である給水事業の黒字を示す１
００％から乖離した状況にあり、基幹管路の耐震化率も、目標値を下回る結果となったこと
から、受益者負担及び工事進捗管理の更なる適正化に取り組む。
　下水道事業については、経費回収率の１００％確保を維持するとともに、汚水整備率の目

Ｃ
標値達成を目指して、引き続き適正な受益者負担の維持及び工事施工管理に努める。

4,937,529 ↑ 6,285,288 ↓ 6,253,841 ↓ 5,677,441
　水道事業における配水管更新・布設事業、浄水場施設改良事業及び漏水修理事業、並びに下水道事業における下水道施設維持管理事業に
ついて、老朽化施設の整備に係る事業費の増大が見込まれることから、令和７年度から令和８年度及び令和９年度にかけて事業費総額での
増加が見込まれる。令和１０年度は、上下水道事業に係る施設整備の進捗状況を踏まえ、事業費総額において減少が見込まれる。

151,011 ↑ 172,431 ↑ 186,711 → 186,711
　上下水道事業における稼働から約５０年が経過する管路及び施設に係るストックマネジメント計画に基



部

図

安心安全な水道水の

担

安定供給 81,169

当

られるよう事業の実施

部

を継続する。

のため、

局

土地区画整理事業の 5

名

,712

xx

５

水質管理事業　（水道

．

施設課）

事務事

水質管理事業

義

業

務

3,833 上水道の

の

安定した供給を維持す

検

るた

5,455 め、水

討

安全計画及び水質検査

【

計画に

○ － １ ○ Ａ Ｂ Ｂ

特

Ｂ 義00 70 xx xx

別

xx xx 00 6,53

会

2 基づく水質管理が図

計

られるよう事業

水道水

】

質基準に基づき、安全

（

6,532 の実施を継

単

続する。

で安心出来る

位

水道水質を確保 9,2

：

82

xx 浄水

千

場施設改良事業　（水

円

道施設課）

）

事務

浄水場施設改

事

良事業

任
意

379,3

業

67 上水道の安定した

評

供給を維持するた

14

価

6,489 め、中期経

の

営計画に基づき、重要

結

な

○ － ２ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

果

00 70 xx xx xx

担

xx 00 909,13

当

1 水道施設である浄水

部

場施設等の更新

耐震性

局

の低い浄水場施設の耐

の

387,731 を進め

評

、その機能強化が図ら

価

れるよ

震補強や耐用年

大

数を向かえた 15,7

事

08 う事業を拡大して

業

実施する。

x

中

x 浄水場運転管理事業

事

　（水道施設課）

業

事務

浄水場

事

運転管理事業

任
意

14

業

2,582 上水道の安

名

定した供給を行うため

事

、

142,582 包括

業

委託による適正な浄水

区

場運転業

○ － １ ○ Ｂ Ｂ

分

Ｂ Ｂ Ｂ00 70 xx x

R

x xx xx 00 194

6

,700 務の維持が図

決

られるよう事業の実施

算

浄水場施設の運転業務

額

及び維 194,700

強

を継続する。

持管理業

靱

務の管理・監督を行 8

化

,568

xx

計

漏水修理事業　（水道

画

施設課）

総
合
戦

漏水修理事業

任

略

意

70,768 配水管

事

、給水管漏水の早期発

業

見及び

101,654

の

修理の実施により、無

方

収益となる漏

○ － １ ○

向

Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ00 70 x

性

x xx xx xx 00 1

実

27,550 水量を減

施

少させ、上水道の有効

計

率、

地上漏水の修理及

画

び地下漏水 127,5

候

50 有収率の向上が図

補

られるよう事業の

の早

評

期発見、修理を実施す

価

る 14,280 実施を

結

継続する。

果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

xx 上下水道広報事業　（総務課）

上下水道広報事業

任
意

2,178 上下水道事業に係る情報発信及び広

2,707 聴の積極的な実施に努め、利用者に

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ00 70 xx xx xx xx 00 2,707 おける適正な受益者負担等への理解

上下水道事業について市民等 2,707 が図られるよう事業の実施を継続す

へ広報紙の配布・水道週間の 3,570 る。

xx 水道料金事業　（総務課）

水道料金事業

義
務

144,052 水道料金及び下水道使用料に係る徴

138,164 収・収納業務の包括委託等により、

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 義00 70 xx xx xx xx 00 138,164 円滑な料金事務の執行及び収納率の

多様な支払方法、未納者への 138,164 向上が図られるよう事業の実施を継

文書・電話による催告及び給 7,140 続する。

xx 配水管更新事業　（水道施設課）

戸田市

配水管更

施

新事業

任
意

282,4

策

07 上水道の安定した

評

供給を維持するた

63

価

0,127 め、水道ビ

シ

ジョンに基づく管路の

ー

更

○ ○ ２ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

ト

00 70 xx xx xx

作

xx 00 905,34

成

3 新、耐震化が図られ

日

るよう事業の実

配水管

令

は配水機能の中心とな

和

905,343 施を継

 

続する。

る設備であり

7

、耐震性能のな 28,

年

560

xx 配

 

水管布設事業　（水道

6

施設課）

月19

配水管布設事業

日

任
意

26,257 水を

作

安定して供給するため

成

、土地区

70,550

部

画整理事業の進捗状況

局

を踏まえた未

○ － １ ○

名

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ00 70 x

水

x xx xx xx 00 8

安

1,169 配管道路へ

全

の円滑な配水管布設が



部

事業費 3,972,1

担

39 4,937,52

当

9 6,285,288

部

うち一般財源 3,35

局

5,013 3,796

名

,261 4,756,

５

863

事業の方向性：

．

１現状で継続　 ２拡大

事

して継続 ３縮小して継

務

続　　　４他事業と統

事

合　　　５休止　　　

業

６その他見直し

７令和

の

8年度で終了 ８令和7

検

年度で終了 ９令和6年

討

度で終了

【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

xx 給水事業　（水道施設課）

給水事業

義
務

82,165 給水装置工事に係る設計・施工の適

81,297 合確認、水道分担金に係る業務の適

－ － １ Ａ Ａ Ｂ Ａ 義00 70 xx xx xx xx 00 86,119 正な執行により、安全な水道水の供

給水装置の申請内容及び施工 86,119 給が図られるよう事業の実施を継続

が基準に適合しているかを確 21,848 する。

01 汚水工事費　（下水道施設課）

汚水整備事業

義
務

134,414 汚水排水施設整備に伴う生活環境、

171,423 公衆衛生の改善、水質の保全による

－ ○ ３ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 義01 03 02 01 02 01 01 304,043 市民生活の快適性向上が図られるよ

処理区域1,315haのうち、新 41,026 う、整備進捗状況を踏まえ、規模を

曽地区(汚水未整備地区)208h 3,570 縮小しつつ事業の実施を継続する。

戸

xx 下水道施設維持管

田

理事業　（下水道施設

市

課）

施策評

下水道施設維持管理

価

事業

義
務

793,30

シ

7 管路及びポンプ場施

ー

設の適正な維持

1,2

ト

28,027 管理によ

作

る施設機能の保持によ

成

り、

○ － ２ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

日

義00 03 xx xx x

令

x xx 00 1,260

和

,982 安定した市民

 

サービスの提供が図ら

7

〇下水道施設が適正に

年

機能す 758,322

 

れるよう事業を拡大し

6

て実施する。

るための

月

点検・調査・清掃・ 3

1

5,700

9日 作成部局名 水安

R6決算額 R7計画額

全

R8予算額
計（千円）


